
平成 28年度第 4回（一社）日本生物物理学会理事会議事録 

日時：2017年 1月 21日（土）12:45～15:30 

場所：大阪大学産業科学研究所・インキュベーション棟 1階講義室、 

東京大学分子細胞生物学研究所 本館 206号室ほか（TV会議） 

 

出席者：理事総数 18名 出席理事 14名（代表理事を含む） 

    代表理事（会長）中村 春木  理事（副会長）高橋 聡 

         理事（副会長）永井 健治      理事 新井 宗仁 

             理事 石島 秋彦      理事 小松崎 民樹      

                  理事 佐藤 竜馬            理事 高田 彰二 

                  理事 寺沢 宏明            理事 中井 孝尚 

            理事 根岸 瑠美            理事 広瀬 恵子 

            理事 古谷 祐詞            理事 光武 亜代理 

 

 監事総数 2名 出席監事 1名  

            監事 有坂 文雄  

 

オブザーバー： 

 邦文誌編集委員長・中部支部長  神取 秀樹 

 欧文誌編集委員長   石渡 信一 

 ホームページ編集委員長  金城 玲 

 平成 28年度年会実行委員長  豊島 陽子 

 平成 29年度年会実行委員長  山縣 ゆり子 

 平成 30年度理事候補  西坂 崇之 

 平成 30年度理事候補  宮田 真人 

 平成 30年度理事候補  渡邉 宙志 

 

陪席者： 

 学会事務局 向井 牧子 

 

議長：代表理事（会長） 中村 春木 

議事録作成者：理事   佐藤 竜馬 

  



報告事項および審議事項 

報告事項： 

1. 平成 28年度年会報告     （豊島）資料：報 1 

2. 平成 29年度年会準備状況      （山縣）資料：報 2 

3. 平成 30年度年会準備状況     （中村）資料：報 3 

4. 出版委員会報告       （永井）資料：報 4 

   会誌編集委員会報告     （神取）資料：報 4-1 

   BPPB編集委員会報告        （石渡）資料：報 4-2 

   HP編集委員会報告     （金城）資料：報 4-3 

5. 男女共同参画・若手支援委員会報告     （高橋）資料：報 5 

6. 啓蒙活動報告       （広瀬・根岸）資料：報 6 

7. 賞・助成金推薦委員会報告      （永井）資料：報 7 

8. 分野別専門委員の交替について    （永井）資料：報 8 

9. IUPAB・ABA関連報告     （中村）資料：報 9 

10. 大学等評価委員候補者推薦について     （中村）資料：報 10 

11. 日本学術会議会員・連携会員の候補者に関する情報提供（中村）資料：報 11 

12. 分子研学会等連絡会議構成員推薦依頼   （中村）資料：報 12 

13. 地区報告 

    東北支部報告       （中村）資料：報 13 

 その他 

 

審議事項： 

1. 平成平成 29年度事業計画（案）    （永井）資料：議 1 

2. 平成 29年度予算（案）     （寺沢）資料：議 2 

3. 出版委員会関連議題     （永井）資料：議 3 

4. 男女共同参画若手支援関連議題    （高橋）資料：なし 

5. 啓蒙活動関連議題       （広瀬・根岸）資料：議 5 

6. 神瀬氏の雇用継続について      （中村）資料：なし 

7. 会長室預かりの資料の整理について     （中村）資料：なし 

8. 滞納 3 年以上の会員の除籍と会員数の推移について  （古谷・光武）資料：議 8 

9. 監事候補の選出について       （中村）資料：なし 

10. 富山県奨学金返還助成制度について     （中村）資料：議 10 

11. 平成 29年度総会シンポジウムについて   （中村・神取）資料：なし 

12. 国際交流について       （中村）資料：なし 

13. その他 

・キャリア支援活動について 



・平成 29年度定時社員総会の日程について 

 

定足数の確認： 

理事会の審議に先立ち、議長中村春木氏より、定足数のご報告があった。 

理事総数 18名のうち出席者 14名により過半数を超えた。 

 定款第三十二条（決議） 

理事会の決議は、決議について特別な利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席

し、その過半数をもって行う。 

 

 

報告事項： 

1. 平成 28年度年会報告（豊島）資料：報 1 

 豊島年会実行委員長からつくば年会の実施報告について報告があった。 

当日参加者が見込みより多く、かつ外国人の参加者も増えた。年会自体は大きなトラブルもなく、

滞りなく開催できた。 

 

2. 平成 29年度年会準備報告（山縣）資料：報 2 

 山縣年会実行委員長から熊本年会の実施報告について報告があった。 

シンポジウムの応募の合計が 44件（本部 2件、共催 10件）あった。学会企画シンポジウムについ

て：台湾、インドに声をかけている。つくば年会では中国、オーストラリア、韓国の三ヶ国と合同

シンポジウムを開催した。その他の年会開催準備についても滞りなく進んでいる。 

 

3. 平成 30年度年会準備報告（中村）資料：報 3 

 代理報告として中村 氏から岡山年会の準備状況について報告があった。 

開催日程が 2018年 9月 15日（土）〜17日（月・祝）に決定した。 

 

4. 出版委員会報告（永井）資料：報 4 

 4-1. 会誌編集委員会報告（神取）資料：報 4-1 

  神取 氏より会誌編集委員会について報告があった。 

 これまで通り、執筆辞退は少なく、「生物物理」から執筆依頼を受けることを名誉に感じ

 ていただける雑誌であることを実感できている。記事の採択・不採択について、編集委員

 が推薦した場合、条件（査読有原著論文が 5年以内にあること）を満たせば、重複（過去

 の記事等）がない限り採択する方針で進めている。非会員による執筆も歓迎である。ただ

 し、非会員が執筆後、非会員のまま編集委員の推薦を再度、受けたことがあった。これを

 受けて、非会員への執筆依頼文に「会員へのお誘い」を加えることとした。 

 



 4-2. BPPB誌について（石渡）資料：報 4-2 

 石渡 氏より BPPB誌の現状について報告があった。 

学会員による積極的な投稿を期待している。科研費申請に向けて、論文投稿数を増やす

ために外国人査読者を増やしたり、特集号などを組み小冊子として宣伝したりしている。

掲載料・ページチャージ無料キャンペーンについて、予算がまだ残っているため引き続

き無料キャンペーンを続ける。同じ著者でも無料キャンペーンの対象になる。外国人の

年会参加補助について、科研費の結果（5月）を待って判断する。編集委員会の再編につ

いて、2018年に Impact Factorの申請をするということであれば、そのときをもって編

集委員長を含む、大幅な編集委員の再編成を行うことになる。少なくとも編集委員長は

交代する 1 年前に決めておく必要がある。委員長、副委員長、委員でまずは検討するこ

ととなった。Web of Scienceへの収録に向けて、編集委員会の中で独立に、特任的なポ

ジションを与えて、中西印刷と継続して任に当たる、という意見があり次回出版委員会、

理事会の議題とする。ScholarOne Manuscriptsについて、担当エディターの判断でアク

セプトする場合、レビュワー数をゼロにしなければならない（上手く利用できていない

ケースがある）。デフォルトでは 2になっている。このフォーマットは変えられないので、

注意書きを付記する。論文賞選考委員は中村春木 氏、石渡信一 氏、永井健治 氏、内橋

貴之 氏、根岸瑠美 氏の 4 名が継続、秋山修志 氏、Chun-Biu Li 氏の 2 名新任。今回

から英文での推薦になる。著作権について、クリエイティブ・コモンズの採用。 

 

 4-3. HP編集委員会関連の審議事項（金城）資料：報 4-3 

 金城 氏よりHP編集委員会関連について方向があった。 

 研究の紹介ページの追加について、キーワードごとに内容を見ても、担当者が自分の専門

 のことを書いていることがあり必ずしもキーワードにマッチしていない。素人にわかりや

 すいとはいないため、ひとつの案として、委員には自分の研究の話を書いてもらうことと

 し、分野別のキーワードを付記する。タイトルはキーワードではなく研究のタイトルにす

 る。 

 

5. 男女共同参画・若手支援委員会報告（高橋）資料：報 5 

 高橋 氏より男女共同参画・若手支援委員会について報告があった。 

学生発表賞について、熊本年会では口頭発表があるため学生発表賞対象者は口頭発表をしていただ

く。熊本年会における男女共同参画・若手支援委員企画シンポジウムの内容を検討中。 

 

6. 啓蒙活動報告（広瀬・根岸）資料：報 6 

 根岸 氏より啓蒙活動について報告があった。 

講師登録を引き続き募集している（現在 35名が登録）。受け入れ学校は現時点ではまだない。一家

に 1枚ポスターの在庫があるので、必要であれば知らせて欲しい。パンフレットやチラシの配布に



ついては大学に見学にきたときに配れるか検討していく。 

 

7. 賞・助成金推薦委員会報告（永井）資料：報 7 

 永井 氏より賞・助成金推薦委員会について報告があった。 

第 58 回藤原賞について、石渡 信一氏と難波 啓一氏を推薦した。いずれの賞についても、一度推

薦した方は次は推薦しないということではなく、継続して推薦していく。 

 

8. 分野別専門委員の交替について（永井）資料：報 8 

 永井 氏より分野別専門委員の交替について報告があった。 

古川良明 先生が A-24繊維状タンパク質の分野別専門委員となった。 

 

9. IUPAB・ABA関連報告（中村）資料：報 9 

 中村 氏より IUPAB・ABA関連について報告があった。 

2016年末に、IUPAB2023開催地として立候補した。 

 

10. 大学等評価委員候補者推薦について（中村）資料：報 10 

 中村 氏より大学等評価委員候補者推薦について報告があった。 

宇高恵子 氏（高知大学）、嶋田一夫 氏（東京大学）、原田慶恵 氏（大阪大学）を推薦した。 

 

11. 日本学術会議会員・連携会員の候補者に関する情報提供（中村）資料：報 11 

 中村 氏より日本学術会議会員・連携会員の候補者に関する情報提供について報告があった。 

伊藤悦郎 氏（早稲田大学）、神取秀樹 氏（名古屋工業大学）、真行寺千佳子 氏（東京大学）、十川

久美子 氏（東京工業大学）、本間道夫 氏（名古屋大学）を紹介した。 

 

12. 分子研学会等連絡会議構成員推薦依頼（中村）資料：報 12 

 分子研学会等連絡会議構成員推薦依頼について報告があった。 

現委員の神取 氏と相談し、杉田有治 氏（理研）を推薦した。 

 

13. 地区報告 

 代理報告として中村 氏より東北支部活動について報告があった。 

支部会を昨年 12 月 16日に東北大学青葉山東キャンパスで実施した。参加者は 34名、総会に引き

続き口頭発表（招待講演 1件、特別講演 2 件、一般講演 5件）とポスター発表（9件）を行った。 

一家に一枚ポスターを配布（A2日本語版残り 45枚、英語版 17枚）、BPPB小冊子 11冊を配布（残

り 9 冊） 

 

その他 



特になし 

 

審議事項： 

1. 平成 29年度事業計画（案）について（永井）資料：議 1 

  永井 氏より平成 29年度事業計画（案）について議題が提出された 

学術・科学技術に関する研究発表会、講演会、セミナー等の開催の項目に、2020 年度の開催地の

決める、という事業を追加する。研究業績と技術的実践の奨励と表彰の項目に、若手招待講演賞の

選考、授与を追加する。国際的な研究協力の推進の項目に、20th IBC (2020)リオデジャネイロ開

催支援、中国・韓国・オーストラリアの生物物理学会との協力、インド、台湾と共同のシンポジウ

ム開催、を追加。普及啓蒙活動の項目に、小中高を対象としたセミナー講師派遣、を追加。 

理事会、総会、委員会の項目に、BPPB編集委員会 2回（9月、12月 予定）、HP編集委員会 1

回（9月 予定）、を追加。 

  上記議題について承認された。 

 

2. 平成 29年度予算（案）（寺沢）資料：議 2 

 寺沢 氏より平成 29年度予算（案）について議題が提出された。 

平成 29 年度経常収益は、黒字予算。法人化して 2 年後に課税される項目が数点（年会参加費非会

員、年会懇親会費、年会展示広告料、ランチョンセミナー参加登録費、年会書籍売上、広告料、掲

載料、別刷代、購読書籍売上、雑収入）ある。 

  上記議題について承認された。 

 

3. 出版委員会関連議題について（永井）資料：議 3 

 永井 氏より出版委員会関連について議題が提出された。 

BPPB論文規定の英訳について、元々日本語の規定しかなかったが、海外の委員が追加されたため、

日本語規定を修正したのち英訳す。今後は英語のみ記載する。 

  上記議題について承認された。 

 

4. 男女共同参画・若手支援委員会関連議題について（高橋）資料：なし 

 特に議題は提出されなかった。 

 

5. 啓蒙活動関連議題について（広瀬・根岸）資料：議 5 

 根岸 氏より啓蒙活動関連について議題が提出された。 

小中高へのセミナー講師派遣サポート事業において 10 万円の予算があり、この範囲ないでできる

ことを検討中。ポスターの作成・印刷・発送にかかる費用がかかる。大学を通じて情報を発信する

のが効果的ではないか（ポスターなどを大学の事務に送付することなどは可能か、または講師の先

生が直接配布する）。関連団体のウェブサイトへのリンク依頼について、アウトリーチ活動を行っ



ている組織をピックアップし、リンクの掲載を依頼する。HPのわかりやすい場所にリンクを貼る。

HP編集委員会と相談しつつ進める。 

 啓蒙活動については、今回提示された活動を適宜進めていただくことで承認された。 

 

6. 神瀬氏の雇用継続について（中村）資料：なし 

 中村 氏より神瀬 氏の雇用継続について議題が提出された。 

今後も神瀬 氏を雇用する可能性が高い旨を伝えることで承認された。 

 

7. 会長室預かりの資料の整理について（中村）資料：なし 

 中村 氏より会長室預かりの資料の整理について議題が提出された。 

今後、資料として何があるのかを確認したのち、必要なもの以外は破棄する方針で承認された。 

 

8. 滞納 3年以上の会員の除籍と会員数の推移について（古谷・光武）資料：議 8 

 古谷 氏より滞納 3年以上の会員の除籍と会員数の推移について議題が提出された。 

滞納 3 年以上の知り合いに会費を払っていただくように声かけを行うなどしていくことで承認さ

れた。 

 

9. 監事候補の選出について（中村）資料：なし 

 中村 氏より監事候補の選出について議題が提出された。 

4月頃までに神取 氏より監事候補を挙げていただくことで承認された。 

 

10. 富山県奨学金返還助成制度について（中村）資料：議 10 

 中村 氏より富山県奨学金返還助成制度について議題が提出された。 

UIJターン就職について富山県労働雇用課からご連絡があり、日本生物物理学会のHPに情報を掲

載していただきたいとのこと。 

 HPに掲載することで承認された。 

 

11. 平成 29年度総会シンポジウムについて（中村・神取）資料：なし 

 神取 氏より平成 29年度総会シンポジウムについて議題が提出された。 

国際化を重視したシンポジウムにしたい（IUPAB の日本招致活動に付随して）。神取 氏から提案

いただいた内容（国際化）で進めていくことで承認された。 

 

12. 国際交流について（中村）資料：なし 

 中村 氏より国際交流について議題が提出された。 

台湾との合同シンポジウムについて打診したところ、台湾生物物理学会長 Ping-Ching Lyu氏から

前向きな返信があった。スピーカーとして、Wen-guey WU氏、Chwan-Deng (David) Hsiao 氏、



Ping-Chiang Lyu氏の名前が挙がっている。 

 

その他 

キャリア支援活動について、アカリクなどにお願いすることも検討。IUPAB2023 招致活動につい

て：ブリスベン大会の折と同様、エジンバラ大会への若手参加者に対する旅費支援をウェブ・メー

ル配信で募る。支援を受けて参加した方には、学会誌に見聞録を書いてもらいたい。 

 

連絡事項： 

1. 次回理事会日程について（中村） 

平成 28年度第 5回理事会 

日時：4月 15日（土）12:30～ 

場所：TV会議 

 

その他の発議を求めたところ、格別なしと認められたので、議長は 15:30 に閉会を宣言

して散会した。 

 

 上記の議決を明確にするため、定款第六章第三十三条の規定によりこの議事録を作成し、

代表理事及び監事が次に記名押印する。 

 

平成 29年 2月 24日  

  

一般社団法人 日本生物物理学会 平成 28年度第 4回理事会 

代表理事   中 村 春 木（印） 

監事     有 坂 文 雄（印） 

 


